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帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
U
つ
い
て
（
賀
屋
）
概
帆
下
売
買
説
v
e
n
t
e
 
賀
屋
|
―
八
五
0
年
代
白
国
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
港
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
海
上
売
買
慣
習
ー
ー
白
国
「
ブ
ラ
ッ
セ
ル
」
控
訴
院
弁
護
士
、
同
国
「
ブ
ラ
ッ
セ
ル
」
自
由
大
学
講
師
J
a
c
q
u
e
s
H
e
e
n
e
n
氏
ほ
、
其
著
L
a
V
e
n
t
e
 et 
C
o
m
m
e
r
c
e
 M
a
r
i
t
i
m
e」
（
一
九
五
二
）
に
於
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
、
十
九
世
紀
中
葉
「
ア
ン
ト
ワ
ー
。
フ
」
港
を
中
心
と
し
て
慣
行
さ
れ
た
、
所
謂
「
帆
下
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 s
o
u
s
 voile)
な
る
も
の
に
於
て
、
現
行
C
.
I
.
F
売
買
最
初
の
痕
跡
が
見
出
さ
れ
る
、
此
売
買
に
於
て
は
、
海
上
運
送
中
の
物
品
危
険
は
、
買
主
側
負
担
に
属
し
、
売
主
は
約
定
品
に
関
す
る
船
荷
証
券
併
び
に
保
険
証
券
を
買
主
に
移
転
す
る
義
務
を
負
ふ
（
後
掲
一
八
五
0
年
八
月
八
日
「
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
」
商
事
裁
判
所
判
例
）
、
•
I
.
F
売
買
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
且
つ
「
帆
下
売
買
」
慣
用
の
末
期
に
於
て
は
、
「
帆
下
売
買
」
契
約
に
於
て
Cotit, 
A
s
s
u
r
a
n
c
e
,
 fret 
(
C
o
s
t
`
i
n
s
u
r
a
n
c
e
,
 freight)
な
る
価
裳
臼
織
宝
曲
g
の
表
示
語
が
使
用
さ
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
（
後
掲
一
八
五
九
年
九
月
六
日
「
ア
ン
ト
ワ
ー
。
フ
」
商
事
裁
判
所
判
例
及
び
一
八
五
九
年
十
二
月
十
七
日
「
ガ
ン
」
市
裁
判
所
判
例
）
。
の
諸
点
よ
り
察
す
る
に
「
帆
下
売
買
」
は
C
i
f
売
買
の
揺
壁
を
ま
ず
も
の
な
ら
ん
か
と
。
(
L
a
 
s
o
u
s
 voile) 
に
つ
い
て
俊
叙
上
是
等
原
則
は
C
雄
414 
こ
れ
は
正
し
き
意
味
に
於
て
の
此
題
目
に
関
す
る
研
究
の
公
に
さ
れ
た
も
の
は
、
筆
者
寡
聞
に
し
て
、
い
ま
だ
、
こ
れ
を
手
に
し
得
な
い
。
た
ゞ
、
希
服
「
ア
テ
ネ
」
裁
判
所
弁
護
士
、
同
国
「
テ
ッ
サ
ロ
ニ
カ
」
大
学
教
授
P
a
n
a
j
o
t
i
s
P
e
r
d
i
c
a
s
が
D
o
r
"
R
.
D
.
M
.
C
.
(
比
較
海
法
雑
誌
）
第
三
十
四
巻
序
文
「
国
際
慣
習
に
於
け
る
海
上
売
買
の
起
源
及
び
其
法
的
性
格
」
中
に
ĉ
La
v
e
n
t
e
 s
o
u
s
 v
e
r
g
u
e
s
 "
な
る
売
買
条
件
を
と
同
義
で
あ
っ
て
、
共
に
「
帆
下
売
買
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
売
主
側
は
、
海
上
運
送
を
提
供
す
る
義
務
を
有
せ
ず
と
説
い
て
は
い
る
が
、
「S
o
u
s
V
o
i
l
e」
市
冗
買
が
F
.
o
.
B売
買
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
既
稼
運
送
中
の
商
品
(
g
o
o
d
s
afloat) 
斯
く
の
如
く
「
帆
下
売
買
」
な
る
も
の
に
関
す
る
文
献
の
寡
少
に
し
て
、
其
実
相
を
把
握
し
難
き
に
鑑
み
、
筆
者
、
直
接
H
e
e
n
e
n
氏
に
出
状
し
て
、
こ
れ
に
関
す
る
示
教
を
求
め
る
と
同
時
に
必
要
な
る
資
料
の
供
与
を
申
出
で
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
対
し
、
書
状
を
以
て
此
売
買
に
関
す
る
同
氏
の
見
解
を
披
擢
す
る
と
同
時
に
、
る
判
決
文
写
し
数
種
を
割
愛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
国
境
を
越
え
て
示
さ
れ
た
好
意
に
対
し
本
誌
を
通
じ
て
深
甚
の
謝
意
を
表
明
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。
以
下
書
状
を
以
て
示
さ
れ
た
同
氏
の
見
解
と
、
此
売
買
に
関
す
る
判
決
文
の
概
要
を
紹
介
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
若
干
の
卑
見
を
添
へ
て
大
方
の
参
考
に
し
た
い
。
先
ず
、
H
e
e
n
e
n
氏
の
所
説
を
引
用
す
れ
ば
『
此
売
買
に
関
す
る
最
初
の
判
例
は
、
八
日
付
の
も
の
で
あ
っ
て
、
此
係
争
事
件
に
於
て
、
こ
れ
を
「
S
o
u
s
V
o
i
l
e」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
「
帆
下
売
買
」
(
S
o
u
s
voile) 
に
は
該
当
し
な
い
、
唯
単
な
る
「
先
渡
し
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer) 
契
約
上
、
物
品
引
渡
し
の
場
所
は
、
物
品
仕
向
地
と
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
転
売
形
態
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
何
等
説
述
さ
れ
て
い
な
い
。
教
授
は
此
S
o
u
s
v
e
r
g
u
e
s
は
F
.
o
.
B
と
同
様
、
関
説
し
て
い
る
。
此
S
o
u
s
v
e
r
g
u
e
s
は
S
o
u
s
voile 
帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
!d.
つ
い
て
（
賀
屋
）
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
裁
判
所
に
於
け
る
此
種
売
買
の
係
争
事
件
に
関
す
一
八
五
0
年
八
月
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
裁
判
所
の
示
し
た
見
解
よ
り
察
に
関
す
る
415 
帆
下
売
買
(La
vente sous voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
す
れ
ば
、
所
謂
「
帆
下
売
買
な
る
も
の
は
「
C
i
f」
売
買
に
酷
似
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
多
き
も
の
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
第
二
の
判
決
（
一
八
五
六
年
六
月
九
日
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
判
例
）
に
於
て
は
、
此
売
買
と
「
c
i
f」
売
買
と
の
間
に
存
す
る
差
異
が
明
確
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
c
i
f
」
売
買
の
湯
合
（
少
く
と
も
仏
国
及
び
白
耳
義
国
に
於
て
は
）
船
荷
証
券
面
に
記
載
さ
れ
た
数
量
が
、
約
定
数
量
に
足
ら
ざ
る
と
き
或
は
其
数
量
が
虚
偽
で
あ
る
場
合
に
は
、
買
主
と
し
て
は
、
契
約
所
定
の
数
量
に
於
て
の
引
渡
し
不
履
行
あ
り
と
主
張
す
る
権
利
を
有
す
る
。
反
之
「
帆
下
売
買
」
に
於
け
る
売
主
は
、
契
約
上
、
約
定
の
船
荷
に
関
す
る
船
荷
証
券
及
び
保
険
証
券
を
買
主
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
其
義
務
を
履
行
し
た
こ
と
4
な
り
、
船
積
重
量
が
契
約
所
定
の
重
量
に
合
致
せ
る
や
い
な
や
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
若
し
、
此
解
釈
に
誤
り
な
し
と
せ
ば
、
「
帆
下
売
買
」
な
る
も
の
は
、
「
書
類
の
売
買
」
で
あ
る
。
C
i
f
売
買
に
於
て
は
、
物
品
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
書
類
な
る
も
の
は
、
物
品
引
渡
履
次
ぎ
に
H
e
e
n
e
n
氏
に
よ
っ
て
供
与
さ
れ
た
一
八
五
0
年
代
に
於
け
る
判
例
の
概
要
を
挙
げ
て
、
H
•
K
o
e
n
i
g
s
対
A
.
D
e
 B
e
d
t
s
係
争
事
件
（
一
八
五
0
年
八
月
八
日
、
「
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
」
商
事
裁
判
所
判
例
）
此
係
争
事
件
に
於
て
の
原
告
は
、
そ
の
訴
状
に
"
S
e
t
h
P
r
a
g
u
e
"
号
梢
一
八
五
0
年
産
に
か
4
る
米
国
産
加
里
一
級
品
、
倉
庫
渡
し
五
〇
廷
に
つ
き
四
一
法
ニ
―
仙
替
の
売
買
を
「
帆
下
売
買
」
(
S
o
u
s
Voile)
条
件
に
於
て
締
結
し
た
り
と
な
し
た
。
提
訴
の
理
由
（一）
す
る
。
「
ア
ン
ト
ワ
ー
。
フ
」
港
に
於
け
る
帆
下
売
買
に
関
す
る
諸
判
例
行
を
簡
易
化
せ
ん
と
す
る
に
外
な
ら
ぬ
』
と
。
些
か
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
と
416 
一
級
品
ふ
＾
S
e
t
h
P
r
a
g
u
e
"」
上
記
に
対
す
る
法
廷
の
見
解
は
次
の
如
き
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
と
に
は
同
意
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
帆
下
売
買
(
L
a
vente sous,voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
其
表
現
は
誤
謬
で
「
被
告
（
買
主
）
は
原
告
（
売
主
）
よ
り
一
八
五
0
年
米
国
産
加
里
は
、
上
記
船
舶
が
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
港
に
到
着
し
た
と
き
、
提
供
さ
れ
た
加
里
二
十
五
樽
の
受
諾
を
、
買
主
側
が
拒
否
し
た
と
云
う
に
あ
る
。
争
点
は
、
物
品
々
質
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
。
売
主
側
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
紐
育
に
於
て
、
各
樽
に
添
附
さ
れ
た
「
貼
紙
」
或
は
「
刷
り
込
み
」
は
是
等
物
品
品
質
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
の
添
附
せ
ら
れ
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
売
主
側
は
、
其
内
容
物
の
品
質
に
関
す
る
す
べ
て
の
保
証
責
住
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
斯
く
の
如
き
が
「
ア
＞
ト
ワ
ー
プ
」
港
に
於
け
る
慣
習
で
あ
る
と
主
張
し
た
、
尚
、
附
随
的
で
は
あ
る
が
、
化
学
者
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ
き
こ
と
を
条
件
と
し
て
現
品
々
質
の
鑑
定
を
実
施
す
る
こ
号
積
二
十
五
樽
を
、
物
品
置
場
渡
し
、
告
（
売
主
）
は
、
最
初
提
出
に
係
る
訴
状
に
於
て
此
売
買
を
「
S
o
u
s
五
〇
廷
に
つ
き
四
一
法
ニ
―
仙
替
を
以
て
買
約
を
行
っ
た
。
原
V
o
i
l
e
」
売
買
と
呼
称
し
た
の
で
あ
る
が
、
あ
っ
た
。
此
「
S
o
u
s
V
o
i
l
e」
な
る
条
件
下
に
於
て
、
売
買
取
引
を
行
は
ん
と
す
る
場
合
に
は
、
被
告
（
買
主
）
は
原
告
（
売
主
）
の
立
場
に
置
か
る
4
も
の
で
あ
っ
て
、
売
買
成
約
後
に
於
て
の
、
物
品
運
送
は
、
買
主
側
の
危
険
に
於
て
続
行
さ
れ
る
こ
と
4
な
る
の
で
あ
る
。
其
結
果
と
し
て
、
保
険
証
券
は
、
買
主
に
移
転
せ
ら
れ
る
か
、
或
は
、
買
主
側
が
自
己
の
勘
定
に
於
て
附
保
す
べ
ぎ
こ
と
A
な
る
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
船
荷
証
券
の
移
転
に
よ
っ
て
、
物
品
到
着
の
と
き
、
買
主
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
運
送
人
に
対
し
、
物
品
引
渡
し
を
要
求
し
得
る
こ
と
4
な
る
の
で
あ
る
。
上
記
の
如
き
意
味
と
性
格
が
、
所
謂
「
帆
下
売
買
」
(
S
o
u
s
Voile) 
も
の
で
あ
る
。
」
と
。
然
る
に
、
係
争
の
売
買
を
見
る
に
、
此
売
買
に
於
て
は
、
物
品
が
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
港
荷
揚
げ
の
上
引
渡
し
の
行
は
る
4
、
所
謂
「
先
渡
し
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer)
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
代
金
ほ
五
〇
妊
に
つ
蓉
四
一
法
ニ
―
仙
替
、
而
し
て
現
地
の
慣
四
の
特
徴
を
な
す
lJ 17 
帆
下
売
買
(
L
a
v
e
n
t
e
 s
o
u
s
 voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
慣
習
が
「
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
」
港
に
億
存
す
る
や
否
や
の
立
証
を
許
容
｀
す
る
。
五
習
に
従
っ
て
、
風
袋
引
併
に
割
引
つ
き
条
件
下
に
於
て
、
荷
揚
数
量
に
基
い
て
代
金
支
払
が
行
わ
る
4
売
買
で
あ
る
。
尚
一
般
原
則
に
従
え
ば
、
す
べ
て
の
物
品
は
、
引
渡
し
の
時
に
於
て
、
契
約
上
定
め
ら
れ
た
る
品
質
に
一
致
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
（
註
一
）
（
註
二
）
る
。
而
し
て
、
民
法
―
―
五
九
条
に
よ
れ
ば
、
契
約
上
意
義
不
明
瞭
な
る
も
の
は
、
慣
習
に
よ
っ
て
解
釈
せ
ら
れ
る
。
尚
民
法
―
―
六
0
条
に
従
え
ば
、
斯
か
る
湯
合
一
般
慣
用
の
約
款
を
以
て
こ
れ
を
補
ふ
べ
き
こ
と
4
な
っ
て
い
る
。
被
告
（
売
主
）
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
此
売
買
即
ち
米
国
産
加
里
の
売
買
取
引
に
於
て
は
、
売
主
と
し
て
ほ
、
買
主
に
対
し
、
唯
単
に
そ
れ
等
樽
上
に
添
付
せ
ら
れ
た
る
貼
紙
又
は
荷
印
を
保
証
す
る
義
務
を
負
う
の
み
で
あ
る
、
と
。
而
し
て
、
該
物
品
は
一
八
五
〇
年
産
の
一
級
品
で
あ
る
か
ら
に
は
、
買
主
と
し
て
は
、
こ
れ
を
受
諾
す
る
義
務
あ
り
、
と
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
斯
の
如
き
慣
習
の
存
在
は
被
告
（
買
主
）
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
斯
の
如
き
条
件
が
慣
習
化
せ
る
や
否
や
の
立
証
義
務
は
原
告
（
売
主
）
に
あ
る
。
而
し
て
、
此
係
争
売
買
に
類
似
す
る
も
の
に
於
て
同
様
の
条
件
が
黙
示
さ
れ
あ
り
や
否
や
を
も
立
証
の
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
理
由
よ
り
し
て
裁
判
所
は
、
原
告
（
売
主
）
が
加
里
二
五
樽
の
売
買
に
「
帆
下
売
買
」
の
性
格
を
賦
与
せ
ん
と
し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
此
売
買
は
、
^
'
S
e
t
h
 
P
r
a
g
u
e
"
号
積
船
荷
の
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
港
陸
揚
げ
の
上
、
同
港
に
於
て
引
渡
し
の
行
は
る
4
「
先
渡
し
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer)
に
外
な
ら
ぬ
、
法
上
の
決
定
に
先
ち
、
裁
判
所
は
原
告
に
対
し
、
其
主
張
す
る
が
如
き
（
註
一
）
C
o
d
e
 Civil 
(Beige)
｀
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C
e
q
u
i
 est 
a
m
b
i
g
u
 s̀
interprete 
p
a
r
 c
e
 q
u
i
 
est 
d
'
u
s
a
g
e
 d
a
n
s
 le 
p
a
y
s
 o
u
 le 
c
o
n
t
r
a
t
 est 
passe. 
（註
1
1
)
1
60-'-
O
n
 doit 
s
u
p
p
l
e
e
r
 
d
a
n
s
 
le 
c
o
n
t
r
a
t
 
les 
c
l
a
u
s
e
s
 
q
u
i
 
y
 sont 
d'usage, 
quoiqu'elle 
n'y soient 
p
a
s
 
e
x
p
r
i
m
e
e
s
.
 
418 
仰
S
o
h
n
"
号
に
よ
っ
て
「
ル
ー
マ
ニ
ア
」
国
「
イ
プ
ラ
イ
ル
」
を
行
っ
た
、
売
主
ほ
買
主
に
対
し
該
荷
物
に
関
す
る
船
荷
証
券
の
提
供
を
行
っ
た
。
此
船
荷
証
券
は
一
九
八
「
ラ
ス
ト
」
換
算
す
れ
ば
五
七
四
0
「
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
」
に
該
当
す
る
数
量
の
記
載
が
な
さ
れ
て
あ
っ
た
。
而
し
て
、
此
数
量
に
対
す
る
代
金
は
、
ト
」
に
つ
き
二
六
五
和
蘭
陀
「
フ
ロ
ー
リ
ン
」
替
を
以
て
決
済
が
行
わ
れ
た
。
次
い
で
十
二
月
十
日
本
船
は
「
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
」
港
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
引
渡
し
さ
れ
た
る
数
量
は
、
ス
ト
」
換
算
す
れ
ば
五
七
三
0
「
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
加
之
、
其
品
質
状
態
は
不
良
で
あ
っ
て
、
を
蒙
り
、
残
余
は
、
過
熱
と
膨
脹
の
結
果
著
し
き
重
量
上
の
損
失
を
生
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
買
主
D
a
v
i
d
V
e
r
b
i
s
t
 &
 C
0
提
訴
の
目
的
ほ
、
此
損
失
を
回
復
す
る
た
め
、
送
状
の
訂
正
に
よ
っ
て
二
、
五
五
七
法
0
六
仙
併
に
金
利
の
支
払
を
要
求
す
る
に
あ
っ
た
。
一
八
五
五
年
十
一
月
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
」
市
Goll
商
会
よ
り
、
よ
り
到
着
予
定
の
玉
蜀
黍
約
一
九
八
「
ラ
ス
ト
」
の
積
荷
の
買
付
け
一
部
分
は
損
傷
こ
れ
に
対
す
る
被
告
（
売
主
）
側
の
主
張
は
、
「
S
o
u
s
V
o
i
l
e」
売
買
に
於
て
は
、
約
定
積
荷
の
移
転
に
対
し
て
、
売
主
側
の
負
ふ
べ
き
義
務
は
船
荷
に
対
す
る
権
利
の
存
在
を
証
明
し
、
其
譲
受
人
を
し
て
、
此
船
荷
に
対
す
る
権
利
を
行
使
し
得
せ
し
む
る
に
あ
る
。
其
権
利
の
行
使
は
、
船
荷
証
券
の
引
渡
し
に
よ
っ
て
実
現
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
も
し
当
該
積
荷
が
船
荷
証
券
記
載
の
詳
細
と
合
致
せ
ざ
る
場
合
あ
り
と
す
れ
ば
、
問
責
さ
る
べ
き
も
の
は
、
物
品
の
船
積
発
送
者
で
あ
っ
て
、
此
契
約
に
於
け
る
売
主
で
は
な
い
、
と
。
原
告
D
a
v
i
d
V
e
r
b
i
s
t
 &
 C
o
は、
（二）
（
一
八
五
六
年
六
月
十
九
日
「
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
」
港
裁
判
所
判
例
）
D
a
v
i
d
 V
e
r
b
i
s
t
 
&
 C
o
.
対
G
o
l
l
&
 C
o
.
 
帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
il
つ
い
て
（
賀
屋
）
ーユノ‘
一
九
「ラ
「
ラ
ス
船
長
R
e
b
i
e
n
"
I
h
n
 
419 
帆
下
売
買
(
L
a
vente sous voile) 
M
つ
い
て
（
賀
屋
）
S
o
h
n
"
号
か
ら
陸
揚
さ
れ
た
後
に
於
て
確
定
さ
れ
た
数
量
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
七
以
上
に
対
す
る
法
廷
の
見
解
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
売
買
阿
当
事
者
間
に
交
換
さ
れ
た
通
信
の
内
容
、
提
供
さ
れ
て
受
諾
さ
れ
た
送
状
、
傭
船
契
約
書
、
船
荷
証
券
及
び
保
険
証
券
併
び
に
原
告
（
売
主
）
の
行
為
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
此
売
買
は
、
当
事
者
間
所
謂
「
S
o
u
s
voile」
条
件
を
以
て
な
さ
れ
た
売
買
で
あ
る
。
"
I
h
n
 et 
「S
o
u
s
V
o
i
l
e」
条
件
を
以
て
す
る
物
品
の
移
転
は
、
売
主
の
地
位
に
買
主
が
置
か
る
4
も
の
で
あ
っ
て
、
買
主
の
危
険
に
於
て
行
わ
る
4
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
場
合
、
売
主
の
義
務
は
民
法
、
一
六
九
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
「
移
転
さ
れ
た
権
利
の
存
在
を
保
証
す
れ
ば
足
る
。
而
し
て
、
数
量
の
不
足
に
対
し
責
任
を
負
い
、
或
は
、
超
過
数
量
に
対
し
て
利
益
を
う
く
る
が
如
き
効
果
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
」
本
件
に
於
て
、
原
告
（
買
主
）
と
し
て
は
、
稽
荷
重
量
の
概
数
の
記
載
さ
れ
た
送
状
記
載
数
字
を
援
用
し
て
、
其
引
渡
し
を
要
求
す
る
こ
と
は
無
効
で
あ
る
。
送
状
面
に
記
載
さ
れ
た
物
品
の
数
量
は
、
船
荷
証
券
面
に
示
さ
れ
た
数
量
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
契
約
締
結
の
当
時
、
運
送
途
上
に
あ
っ
た
積
荷
の
総
価
格
を
決
定
せ
ん
が
た
め
に
挙
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
日
に
至
っ
て
行
わ
る
べ
き
計
量
作
業
の
結
果
に
ま
っ
て
代
金
額
の
決
定
を
行
は
ん
と
す
る
こ
と
は
含
意
さ
れ
て
い
な
い
。
当
事
者
間
に
於
て
、
上
記
の
如
き
約
定
が
存
在
す
る
と
せ
ば
、
上
記
船
舶
の
荷
揚
げ
に
際
し
確
定
さ
れ
た
玉
蜀
黍
の
数
量
上
の
過
不
足
ほ
、
此
売
買
契
約
に
於
て
は
問
題
視
さ
る
べ
き
要
素
で
は
な
い
。
代
金
額
の
決
定
は
、
荷
揚
港
に
於
て
「
引
渡
さ
る
べ
き
数
量
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
原
告
（
買
主
）
に
移
転
さ
れ
た
る
書
類
に
基
き
「
船
積
さ
れ
た
る
物
品
の
数
量
」
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
物
品
が
外
国
海
港
よ
り
到
来
す
る
湯
合
こ
れ
を
「
S
o
u
s
V
o
i
l
e」
条
件
に
よ
る
単
純
な
る
買
付
け
を
行
う
こ
と
は
、
こ
れ
に
伴
う
危
険
頗
る
大
な
る
も
の
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
過
去
に
於
け
る
経
験
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
此
場
合
原
告
（
買
主
）
と
し
て
は
、
其
申
立
に
か
4
る
不
利
は
自
己
に
於
て
負
担
す
る
こ
と
が
当
然
と
せ
ら
れ
る
。
他
面
被
告
（
売
主
）
側
に
於
て
も
、
取
引
上
の
誠
実
性
に
於
て
の
単
純
な
る
船
積
品
の
移
転
契
約
で
あ
っ
て
、
鼻20
請
求
権
も
、
こ
れ
を
認
め
得
ず
、
訴
訟
上
の
費
用
も
原
告
に
於
て
、
こ
れ
を
負
担
す
ぺ
き
も
の
と
決
定
す
る
、
と
。
（三）
（
一
八
五
九
年
四
月
一
八
日
「
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
」
商
事
裁
判
所
判
例
）
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
 
以
上
の
理
由
よ
り
し
て
、
原
告
（
買
主
）
の
提
起
に
か
A
る
訴
訟
は
、
何
等
根
拠
を
見
出
し
得
ざ
る
と
共
に
、
要
求
金
額
に
対
す
る
C
o
d
e
 Civil 
(Beige) 
1
6
9
3
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C
e
l
u
i
 
qui 
v
e
n
d
 
u
n
e
 
creance 
o
u
 
autre 
droit 
incorporel 
doit 
e
n
 
garantir 
l'existence 
a
u
 
t
e
m
p
s
 
d
u
 
transport, 
quoiqu'il 
soit 
fait 
s
a
n
s
 garantie. 
本
件
に
関
す
る
売
買
は
、
H
i
n
t
z
&
 C
o
な
る
商
社
が
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
よ
り
"
V
i
c
k
i
n
g
e
n
'｀
号
（
船
長
N
e
r
n
e
c
h
o
w
)
!l.
よ
っ
て
運
送
中
に
属
す
る
米
殻
の
既
穣
船
荷
(afloat
C
a
r
g
o
)
を
買
い
求
め
、
こ
れ
を
C
l
a
e
s
s
e
n
s
及
び
L
a
u
w
e
r
s
に
転
売
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
其
転
売
品
が
H
i
n
t
z
&
 C
o
.
よ
り
C
l
a
e
s
s
e
n
s
に
引
渡
し
さ
れ
た
と
き
、
同
時
に
移
転
さ
れ
た
る
保
険
証
券
は、
H
i
n
t
z
&
 C
o
.
が
最
初
の
売
主
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
よ
り
移
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
此
保
険
証
券
に
は
、
M
i
c
h
i
e
l
s
-
L
o
o
s
の
所
有
し
た
荷
口
に
対
す
る
損
害
填
補
金
の
受
取
部
分
が
包
含
せ
ら
れ
あ
る
旨
の
主
張
が
な
さ
れ
た
に
対
し
、
最
後
の
買
主
Claess,
e
n
s
と
し
て
は
、
該
保
険
証
券
は
、
単
純
且
つ
無
留
保
の
状
態
に
於
て
移
転
さ
る
べ
き
も
の
な
り
と
の
理
由
よ
り
、
の
要
求
を
拒
否
し
た
。
C
l
a
e
s
s
e
n
s
側
の
此
拒
否
が
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
側
に
於
け
る
提
訴
の
理
由
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
此
係
争
問
題
に
対
す
る
裁
判
所
の
見
解
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
國
産
「
ア
キ
ャ
プ
」
米
積
荷
が
、
英
国
に
於
て
「
帆
下
売
買
」
条
件
に
よ
っ
て
売
買
さ
れ
る
場
合
に
は
、
新
旧
二
種
の
条
件
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
8
S
対
F
.
C
l
a
e
s
s
e
n
s
.
 
に
関
し
て
、
同
様
の
責
任
感
は
、
こ
れ
を
有
す
べ
き
で
あ
る
。
帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
!J.
つ
い
て
（
賀
屋
）
F
.
 
C
l
a
e
s
s
e
n
s
対
L
a
u
w
e
r
s
F
r
e
r
e
s
.
 
八
lf.21 
帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
IJ.
つ
い
て
（
賀
屋
）
は
議
論
の
余
地
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
H
i
n
t
z
 &
 Co. 
九
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
般
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
旧
条
件
に
よ
る
場
合
は
、
売
主
側
は
、
良
好
な
る
状
態
に
於
け
る
物
品
を
、
荷
揚
港
に
於
て
、
自
己
の
危
険
に
於
て
引
渡
し
を
行
う
の
で
あ
る
。
代
金
支
払
に
関
し
て
は
、
物
品
概
算
価
格
の
四
分
の
三
或
は
八
分
の
七
に
該
当
す
る
金
額
を
前
貸
の
形
に
於
て
、
船
荷
証
券
併
ぴ
に
此
前
渡
金
を
包
括
附
保
さ
れ
た
保
険
証
券
の
提
供
に
対
し
、
船
舶
到
着
地
に
於
て
、
決
済
さ
れ
る
。
而
し
て
、
送
状
金
額
残
額
の
支
払
は
、
積
荷
全
部
の
陸
揚
げ
完
了
後
、
良
好
な
る
状
態
に
於
て
引
渡
し
の
行
わ
れ
た
重
量
に
基
い
て
行
わ
れ
る
。
物
品
の
損
害
は
、
売
主
の
勘
定
に
帰
す
る
こ
と
4
な
る
。
而
し
て
、
新
条
件
に
よ
る
も
の
は
、
船
舶
が
仕
向
地
に
到
着
し
た
と
き
、
当
該
売
買
が
完
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
穣
荷
に
発
生
し
た
損
害
に
は
何
等
考
慮
の
要
は
存
在
し
な
い
。
物
品
の
重
量
は
売
主
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
、
買
主
こ
れ
を
受
諾
す
る
建
前
で
あ
る
。
買
主
側
は
、
船
舶
が
仕
向
地
に
到
着
し
た
と
き
、
正
規
の
船
荷
証
券
併
び
に
保
険
証
券
引
換
へ
に
送
状
金
額
の
支
払
を
行
う
の
で
あ
る
。
此
保
険
証
券
は
、
支
払
代
金
の
全
額
が
附
保
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
保
険
条
件
は
、
特
担
分
損
不
担
保
を
以
て
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
而
し
て
、
売
主
は
、
船
舶
が
安
全
到
着
の
湯
合
、
荷
揚
港
に
於
て
引
渡
し
が
行
わ
れ
た
重
量
と
送
状
に
記
載
さ
れ
た
重
量
の
合
致
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。
此
条
件
に
従
え
ば
、
海
水
に
よ
る
損
害
或
は
他
の
原
因
に
よ
る
品
質
の
劣
化
の
補
償
と
し
て
、
売
主
は
買
主
に
対
し
総
価
格
の
四
彩
に
該
当
す
る
総
括
値
引
を
興
え
て
い
る
。
此
値
引
は
送
状
金
額
よ
り
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
本
係
争
事
件
に
於
て
、
買
主
の
権
利
を
超
え
て
、
C
l
a
e
s
s
e
n
s
 
L
a
u
w
e
r
s
 
と
H
i
n
t
s
&
 Co.
と
の
間
に
於
け
る
取
極
め
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
最
初
の
売
主
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
が
保
険
契
約
を
締
結
し
て
、
こ
れ
を
よ
り
大
な
る
保
険
上
の
利
益
を
C
l
a
e
s
s
e
n
s
及
び
L
a
u
w
e
r
s
~
 
H
i
n
t
z
 &
 Co. 
而
し
て
、
買
主
C
l
a
e
s
s
e
n
s
及
び
L
a
u
w
e
r
s
は
H
i
n
t
z
&
 Co. 
へ
移
転
し
た
と
き
、
そ
の
保
険
契
約
上
よ
り
獲
得
し
得
ざ
る
こ
と
よ
り
の
権
利
継
承
者
の
立
場
に
於
て
、
海
上
保
険
証
券
の
移
422 
一
八
五
七
年
十
一
月
二
十
一
日
附
書
状
を
以
て
次
ぎ
の
如
き
要
求
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
対
し
"
V
i
c
k
i
n
g
e
n
"
号
（
船
長
J
.
F
.
N
e
r
n
e
c
h
o
w
)
積
物
品
に
対
す
る
保
険
証
券
を
御
届
け
す
る
。
証
券
上
記
載
の
通
り
、
保
険
金
額
は
六
0
、
0
0
0
マ
ル
ク
即
ち
四
、
六
0
0ボ
ン
ド
に
該
当
す
る
。
此
積
荷
に
対
す
る
貴
方
分
送
状
金
額
は
約
二
、
六
六
0
ボ
ン
ド
で
あ
っ
て
、
保
険
上
貴
方
え
の
割
当
て
金
額
は
、
三
八
、
0
0
0
マ
ル
ク
で
あ
る
。
当
方
は
、
積
荷
一
部
の
所
有
者
と
し
て
二
ニ
、
0
O
O
マ
ル
ク
に
対
す
る
損
害
填
補
金
受
領
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。
依
っ
て
、
該
保
険
証
券
は
、
貴
着
の
上
「
ハ
ン
ブ
ル
グ
」
市
F
•
E
r
t
e
l
氏
宛
送
附
せ
ら
れ
た
し
、
を
と
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
」
。
わ
れ
わ
れ
各
々
の
た
め
に
其
割
当
て
損
害
金
請
求
手
続
併
び
に
填
補
金
受
取
り
の
労
斯
く
の
如
き
指
図
と
留
保
に
対
し
C
l
a
e
s
s
e
n
s
t!
特
に
異
議
の
申
立
て
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
此
間
一
八
五
八
年
中
C
l
a
e
s
s
e
n
s
及
ぴ
L
a
u
w
e
r
s
F
e
r
e
に
対
し
保
険
金
の
支
払
が
行
わ
れ
た
。
し
か
る
に
、
被
告
は
、
此
保
険
損
害
填
補
金
中
に
包
含
せ
ら
れ
あ
り
と
主
張
さ
る
A
割
当
て
部
分
に
対
し
て
の
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
の
要
求
は
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
あ
っ
た
。
被
告
C
l
a
e
s
s
e
n
s
と
し
て
は
、
原
告
M
i
c
h
i
e
s
l
-
L
o
o
s
が
、
其
買
主
で
あ
り
又
物
品
の
転
売
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
H
i
n
t
z
&
 Co.
に
対
し
て
移
転
す
べ
き
保
険
上
の
権
利
を
超
え
て
、
そ
れ
よ
り
尚
大
な
る
利
益
を
享
受
し
得
ざ
る
こ
と
は
、
既
に
、
黙
示
的
に
、
こ
れ
を
表
意
し
て
は
い
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
の
要
求
に
対
し
て
は
、
慣
習
に
従
っ
て
、
即
刻
こ
れ
を
拒
否
し
て
、
此
売
買
は
H
i
n
t
z
&
 Co.
と
の
間
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
M
i
c
h
i
e
l
s
-
L
o
o
s
と
は
何
等
契
約
上
の
関
係
存
在
せ
ず
と
し
て
、
そ
の
介
入
を
拒
否
し
た
の
で
あ
っ
た
。
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
は、
同
人
は
、
そ
れ
は
、
単
純
且
つ
無
留
保
の
移
転
で
は
な
か
っ
た
。
該
証
券
を
転
を
最
初
の
物
品
所
有
者
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
に
対
し
て
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
其
結
果
と
し
て
、
C
l
a
e
s
s
e
n
s
及
び
L
a
u
w
e
r
s
は
M
i
c
h
i
e
l
s
-
L
o
o
s
帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
M
つ
い
て
（
賀
屋
）
C
l
a
e
s
s
e
n
s
及
び
L
a
u
w
e
r
s
 
に
送
付
す
る
に
あ
た
っ
て
、
よ
り
当
該
保
険
証
券
の
送
附
を
う
け
た
の
で
あ
る
が
、
1
0
 
「
本
書
同
封
貴
方
に
423・ 
livrer) 
帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
u
つ
い
て
（
賀
屋
）
に
於
て
は
、
本
件
に
於
け
る
売
買
は
、
こ
れ
等
条
項
よ
り
観
て
、
「
倫
敦
新
条
件
」
に
よ
る
「
先
渡
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer) 
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
買
主
を
保
険
金
受
取
人
と
す
る
保
険
証
券
の
引
渡
し
」
な
る
約
款
を
伴
う
「
先
渡
し
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 
斯
か
る
保
険
証
券
の
引
渡
し
に
よ
っ
て
、
買
主
は
、
其
保
険
契
約
上
の
権
利
「
全
部
」
に
対
す
る
受
益
者
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
る
に
、
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
と
H
i
n
t
s
&
 Co.
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
於
て
は
上
記
の
如
き
簡
単
な
る
取
極
め
に
代
え
て
、
下
記
の
如
き
約
款
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
代
金
支
払
い
は
、
船
荷
証
券
及
び
保
険
証
券
の
提
供
に
対
し
て
行
わ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
此
保
険
証
券
は
、
物
品
送
状
記
載
金
額
が
充
分
に
附
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
(5) (4) 勿
論
、
C
l
a
e
s
s
e
n
s
は
V
i
c
k
i
n
g
e
n
"
号
積
船
荷
を
対
象
と
し
て
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
と
H
i
n
t
z
&
 Co.
の
間
に
左
記
の
如
き
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
あ
り
た
る
こ
と
に
就
い
て
は
異
論
を
狭
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
其
契
約
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
物
品
の
引
渡
し
は
、
傭
船
契
約
に
従
っ
て
、
仏
国
「
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
」
港
と
独
国
「
ハ
ン
プ
ル
グ
」
港
（
両
者
を
含
む
）
間
の
荷
揚
港
は
、
買
主
の
自
由
選
択
に
委
せ
ら
れ
る
。
但
し
、
其
指
定
は
、
当
該
船
舶
が
英
仏
海
峡
の
寄
港
地
に
到
着
の
と
き
に
於
て
行
わ
る
べ
き
こ
と
。
③
 主
あ
て
送
状
記
載
金
額
よ
り
運
賃
及
び
船
長
前
渡
金
を
控
除
し
た
金
額
に
対
し
て
、
船
荷
証
券
併
び
に
保
険
証
券
引
換
え
に
、
現
売
買
代
金
の
支
払
地
は
、
英
国
「
ロ
ン
ド
ン
」
市
で
あ
っ
て
、
傭
船
契
約
に
従
っ
て
、
本
船
が
仕
向
地
に
到
着
し
た
と
き
、
買
保
険
は
支
払
代
金
総
額
に
対
し
、
充
分
な
る
金
額
が
附
保
せ
ら
れ
、
条
件
は
、
単
独
海
損
不
担
保
た
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
船
荷
の
損
害
に
関
し
て
は
、
其
程
度
如
何
に
拘
ら
ず
買
主
の
利
益
の
た
め
、
四
彩
の
包
括
値
引
が
与
え
ら
れ
る
。
金
を
以
て
決
済
が
行
わ
れ
る
。
9
,
 ー
'
,
 英
国
又
は
大
陸
側
の
一
港
に
於
て
行
は
れ
る
。
②
 
の
範
疇
に
属
す
424 
立
証
が
な
さ
れ
て
な
い
点
に
鑑
み
、
い
る
と
。
斯
く
の
如
き
条
項
は
、
「
帆
下
売
買
」
(
S
o
u
s
voile)
条
件
に
よ
る
「
先
渡
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer) 
そ
の
意
味
に
於
て
、
相
憧
着
す
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
係
争
中
の
売
買
に
於
て
は
、
売
主
は
、
船
荷
が
、
船
稼
後
、
著
し
き
下
落
を
来
し
た
る
が
た
め
、
自
己
の
責
任
を
売
買
額
の
限
度
に
止
め
、
其
結
果
と
し
て
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
き
保
険
価
額
の
超
過
分
を
自
己
の
称
権
利
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
其
主
張
は
不
当
な
り
」
と
、
原
被
両
造
の
主
張
如
何
に
拘
ら
ず
、
上
記
約
款
の
効
果
に
関
し
て
は
、
若
千
の
疑
義
が
あ
る
。
此
場
合
、
契
約
締
結
地
に
於
け
る
現
行
慣
習
が
上
記
約
款
に
関
す
る
判
断
の
指
針
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
 
原
告
側
よ
り
す
る
証
拠
の
提
出
が
要
求
せ
ら
れ
た
。
(
G
o
o
d
s
 afloat)
の
「
先
渡
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer)
の
み
な
ら
ず
、
「
新
条
件
」
に
よ
る
米
穀
船
荷
の
全
部
又
は
一
部
に
関
す
る
売
買
に
於
て
は
、
売
主
よ
り
買
主
に
対
し
て
移
転
さ
る
べ
き
保
険
証
券
の
附
保
金
額
は
、
支
払
金
額
の
全
額
が
包
括
さ
れ
、
其
金
額
が
支
払
金
額
を
超
過
す
る
場
合
は
、
其
超
過
分
は
売
主
側
の
利
益
に
帰
す
る
も
の
な
り
と
解
釈
さ
れ
、
此
意
味
に
於
て
、
実
行
さ
れ
て
し
か
し
な
が
ら
、
斯
か
る
慣
習
の
存
在
す
る
こ
と
に
対
し
て
ほ
、
被
告
側
に
疑
義
が
あ
り
、
特
に
、
米
穀
取
引
に
関
し
て
詳
細
な
る
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
原
告
側
の
承
服
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
「
ロ
ン
ド
ン
」
こ。t
 
つ
し
か
し
て
、
被
告
C
l
a
e
s
s
e
n
s
の
謂
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
利
益
と
し
て
保
留
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ば
な
ら
な
い
」
と
。
帆
下
売
買
(La
v
e
n
t
e
 sous voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
こ
れ
に
関
す
る
調
査
及
び
反
対
調
査
は
、
に
於
て
確
立
せ
る
慣
習
に
よ
れ
ば
、
砂
糖
、
珈
琲
の
既
積
品
「
売
主
側
の
主
張
す
る
留
保
な
る
も
の
は
、
に
於
け
る
も
の
と
、
事
実
上
第
三
者
側
の
自
1'25 
が
「
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
」
港
入
着
に
先
だ
ち
、
こ。t
 
斯
か
る
要
求
の
理
由
は
、
D
e
 J
o
n
g
e
 
J
o
n
g
e
勘
定
貸
方
に
記
入
し
、
同
月
同
日
、
同
商
会
に
よ
っ
て
借
記
さ
れ
た
一
二
三
五
九
法
四
八
仙
勘
定
を
抹
削
す
る
こ
と
を
要
求
し
一
八
五
四
年
三
月
中
、
帆
下
売
買
(La
vente sous voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
D
e
 J
o
n
g
e
は
L
a
n
s
及
び
ょ^
S
e
c
r
e
t
"
号
旅
米
穀
船
荷
中
よ
り
二
0
0屯
の
荷
口
を
買
約
し
た
、
値
段
は
、
仲
介
手
数
料
を
控
除
し
Cotlt,
fret 
et A
s
s
u
r
a
n
c
e
 
(cost freight &
 i
n
s
u
r
a
n
c
e
)
総
費
目
を
包
含
し
て
十
三
志
替
の
も
の
で
あ
っ
た
。
H
a
a
k
m
a
n
 &
 
Co. 
而
し
て
、
の
仲
介
に
よ
っ
て
一
八
五
四
年
七
月
十
一
日
、
本
船
L
a
n
s
は
慣
習
に
違
背
し
て
、
倫
敦
市
C
u
y
l
i
t
s
,
S
i
m
o
n
d
&
 
Co.
を
し
て
、
運
賃
を
は
B
.
-
L
a
n
s
商
会
に
対
し
一
八
五
五
年
十
二
月
一
―
-
+
―
日
の
勘
定
と
し
て
、
―
二
三
七
法
ニ
―
仙
の
金
額
を
D
e
 
本
件
に
関
す
る
売
買
取
引
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
一
八
五
九
年
九
月
六
日
「
ア
ソ
ト
ワ
ー
プ
」
商
事
裁
判
所
判
例
）
（四）
る
保
険
証
券
は
支
払
金
額
を
充
分
(
p
l
e
i
n
e
m
e
n
t
)
 
に
附
保
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
売
主
は
、
危
険
の
消
滅
ま
で
、
支
払
額
を
上
記
の
理
由
よ
り
し
て
裁
判
所
は
、
原
告
M
i
c
h
i
e
l
s
,
L
o
o
s
に
対
し
て
、
に
よ
る
「
既
積
」
米
穀
船
荷
の
「
先
渡
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer)
が
行
わ
れ
た
る
場
合
、
本
船
着
港
の
際
、
買
主
に
提
供
さ
る
超
過
す
る
金
額
を
自
己
の
利
益
と
し
て
保
留
し
得
る
と
す
る
慣
習
あ
り
や
い
な
や
を
法
上
の
手
続
き
或
は
証
人
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
を
命
じ
被
告
に
対
し
て
も
反
証
挙
示
の
権
利
を
賦
与
す
る
こ
と
4
さ
れ
た
。
B
.
 L
a
n
s
対
H
.
L
•
D
e
J
o
n
g
e
係
争
事
件
一
八
五
七
年
現
在
、
倫
敦
商
取
引
に
於
て
「
新
条
件
」
「
ロ
ン
ド
ソ
」
市
に
於
て
行
う
こ
と
が
最
も
効
果
的
な
り
と
決
定
さ
れ
た
。
恰
も
同
地
は
、
上
記
契
約
及
び
転
売
の
行
わ
れ
た
土
地
で
あ
り
同
市
委
託
裁
判
所
及
び
委
員
の
手
を
籍
る
の
便
宜
あ
り
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
“26 
包
含
す
る
総
価
額
に
対
し
D
e
J
o
n
g
e
あ
て
手
形
の
振
出
し
を
行
わ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
一
八
五
四
年
七
月
十
三
日
付
書
状
を
以
て
、
当
さ
る
べ
き
荷
口
は
既
に
当
方
に
引
渡
し
を
了
し
た
る
に
つ
き
、
貴
方
の
労
費
を
省
く
た
め
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
港
に
於
て
附
保
に
当
る
旨
の
申
入
れ
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
五
四
年
七
月
十
四
日
又
此
保
険
証
券
に
は
、
充
当
さ
る
べ
き
荷
口
に
関
し
、
D
e
J
o
n
g
e
が
蒙
る
こ
と
あ
る
べ
き
総
て
の
危
険
が
附
保
さ
れ
あ
り
や
に
関
し
照
会
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
照
会
に
対
し
D
e
J
o
n
g
e
は
L
a
n
s
よ
り
何
等
の
回
答
に
も
接
し
得
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
D
e
 J
o
n
g
e
と
し
て
は
、
斯
か
る
事
情
下
に
於
て
運
賃
も
当
然
附
保
さ
れ
あ
り
と
信
ず
る
よ
り
外
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
D
e
J
o
n
g
e
が
L
a
n
s
よ
り
入
手
し
た
取
引
費
目
明
細
書
に
よ
れ
ば
、
積
荷
の
海
損
は
著
し
く
大
な
る
も
の
が
あ
っ
て
保
険
上
の
填
補
は
九
志
の
単
価
を
基
準
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
事
が
見
出
さ
れ
た
。
即
ち
運
賃
額
は
、
約
定
値
段
よ
り
控
除
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
の
で
あ
っ
た
。
L
a
n
s
 :! 
D
e
 J
o
n
g
e
に
対
し
該
手
形
の
引
受
を
求
め
、
当
該
契
約
に
充
に
対
し
て
、
同
人
が
既
に
当
該
保
険
証
券
を
入
手
し
た
り
や
否
や
、
D
e
 J
o
n
g
e
と
し
て
、
此
明
細
書
を
一
八
五
五
年
十
二
月
十
七
日
付
書
状
に
封
入
し
て
、
こ
れ
を
L
a
n
s
に
返
送
し
、
損
害
の
填
補
は
運
賃
を
包
含
す
る
一
＿
―
-
志
の
単
価
を
基
準
と
し
て
再
計
算
を
行
い
、
費
用
明
細
書
の
訂
正
を
行
う
よ
う
要
求
し
た
此
要
求
に
対
し
D
e
J
o
n
g
e
は
、
何
等
異
議
を
示
さ
な
か
っ
た
が
た
め
と
見
倣
し
た
の
で
あ
っ
た
。
上
記
の
如
き
L
a
n
s
側
の
態
度
に
関
し
て
D
e
J
o
n
g
e
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
L
a
n
s
の
役
割
が
如
何
よ
う
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
拘
ら
ず
、
斯
く
の
如
き
不
利
を
招
来
し
た
の
は
、
同
人
の
所
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
其
結
果
に
対
し
て
、
L
a
n
s
は
於
薮
、
次
い
で
、
D
e
 
J
o
n
g
e
は
L
a
n
s
帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
u
つ
い
て
（
賀
屋
）
D
e
 J
o
n
g
e
と
し
は
、
L
a
n
s
側
の
同
意
を
得
た
も
の
一
四
427 
帆
下
売
買
(La
vente sous voile) 
!,J.
つ
い
て
（
賀
屋
）
保
険
」
な
る
言
辞
を
明
白
に
使
用
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
自
分
と
に
は
、
一
五
一
八
五
五
年
十
二
月
十
七
日
附
D
e
J
o
n
g
e
よ
り
の
書
信
に
対
す
る
保
険
」
な
る
表
現
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
八
五
四
年
七
月
十
四
日
付
同
人
よ
り
の
書
信
中
に
於
て
も
「
物
品
に
対
す
る
(Cost, 
freight &
 insurance) 
総
込
み
十
三
志
替
と
し
て
取
極
め
を
行
っ
て
お
り
、
尚
ま
た
、
其
契
約
中
に
「
物
品
に
於
て
、
単
に
「
物
品
の
保
険
」
と
の
み
記
述
し
た
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
て
は
、
当
然
そ
の
責
を
負
う
べ
き
で
あ
る
、
と
。
と
の
間
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
た
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
事
情
下
に
於
て
、
自
分
(
L
a
n
s
)
と
し
て
は
、
買
主
の
利
益
の
た
め
に
責
を
と
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
帆
下
売
買
」
に
あ
り
て
は
、
売
主
が
、
「
運
賃
」
附
保
に
あ
た
る
こ
と
は
慣
習
で
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
D
e
J
o
n
g
e
と
し
て
は
、
此
売
買
契
約
条
件
が
如
何
よ
う
に
解
釈
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
は
、
必
然
的
に
知
悉
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
此
買
付
け
契
約
に
於
て
同
人
は
、
十
三
志
よ
り
運
賃
併
び
に
船
長
謝
礼
金
を
控
除
し
た
る
金
額
を
基
準
と
し
て
附
保
さ
る
べ
き
こ
と
を
肯
定
的
に
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
D
e
J
o
n
g
e
は
運
賃
が
附
保
あ
り
と
は
信
じ
得
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
自
分
(Lans)
r
a
n
e
e」
一
八
五
五
年
十
二
月
十
七
日
付
D
e
J
o
n
g
e
よ
り
の
書
信
の
趣
旨
に
は
同
意
出
来
な
い
。
事
実
、
自
分
と
し
D
e
 J
o
n
g
e
に
対
し
、
一
方
D
e
J
o
n
g
e
は、
運
賃
が
附
保
さ
れ
あ
る
旨
は
語
ら
な
か
っ
た
。
其
理
由
は
、
ま、̀“" 
J
o
n
g
e
 
D
e
 J
o
n
g
e
 ~
買
付
条
件
に
関
し
て
は
、
一
八
五
四
年
三
月
三
日
付
H
a
a
k
m
a
n
&
 Co.
あ
て
書
信
に
於
て
、
値
段
を
「
Coot,
fret, 
et 
A
s
s
u
 
の
趣
旨
に
は
同
意
を
示
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
而
し
て
、
D
e
J
o
n
g
e
が
一
八
五
四
年
七
月
十
一
日
振
出
し
手
形
を
引
受
け
る
こ
と
に
L
a
n
s
 !
!
此
見
解
を
容
認
せ
ず
、
次
の
如
き
抗
弁
を
行
っ
て
い
る
、
即
ち
、
此
取
引
は
、
も
と
自
分
(Lans)
参
加
の
下
に
D
e
H
a
a
k
m
a
n
 &
 Co.
と
協
議
し
一
八
五
四
年
七
月
十
三
日
付
当
方
書
信
-428 
も
、
英
国
に
於
け
る
と
同
様
に
、
附
保
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
も
し
、
B. 
L
a
n
s
が
事
実
、
取
次
業
者
で
あ
っ
て
、
此
取
引
に
於
て
は
、
直
接
の
売
主
で
な
く
、
其
物
品
の
処
有
者
に
直
接
雇
傭
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
売
主
に
代
っ
て
取
引
に
関
与
し
た
も
の
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
て、
D
e
J
o
n
g
e
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
保
険
の
範
囲
即
ち
運
賃
も
附
保
さ
れ
あ
り
と
す
る
主
張
に
対
し
明
確
な
る
回
答
を
与
え
な
け
附
保
さ
れ
あ
り
と
し
た
主
張
に
対
し
、
B.
L
a
n
s
は
、
何
等
否
定
的
な
表
意
を
行
っ
て
い
な
い
。
冦
に
問
題
と
な
る
の
は
H
十
三
志
な
る
値
段
は
、
積
込
原
価
運
賃
及
び
保
険
料
(Cout,
fret 
et a
s
s
u
r
a
n
c
e
)
 
あ
る
と
了
解
せ
ら
れ
る
こ
と
口
ょ
'
S
e
c
r
e
t
"
号
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
港
入
着
前
に
於
て
「
ロ
ン
ド
ン
」
市
C
0
に
よ
っ
て
D
e
J
o
n
g
e
に
あ
て
、
B.
L
a
n
s
の
指
図
と
仝
人
の
利
益
に
於
て
、
運
賃
を
含
む
総
額
に
対
し
、
手
形
の
振
出
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
曰
一
八
五
四
年
七
月
十
三
日
、
B.
L
a
n
s
は
D
e
J
o
n
g
e
に
此
手
形
の
引
受
け
を
求
め
、
附
言
し
て
、
此
荷
口
は
、
貴
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
の
で
あ
る
。
即
、
別
言
す
れ
ば
、
保
険
ほ
、
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。
自
分
は
運
賃
額
に
関
し
て
は
、
D
e
J
o
n
g
e
に
、
何
等
の
損
害
を
も
蒙
ら
せ
な
い
こ
と
が
自
分
の
義
務
で
あ
る
。
Cuylists 
S
i
m
o
n
d
 &
 
自
分
の
勘
定
に
於
て
振
出
次
ぎ
に
、
此
売
買
即
ち
ぷ
'Secret"
号
積
米
穀
の
船
荷
の
「
帆
下
売
買
」
(
S
o
u
s
Voile)
条
件
に
よ
る
取
引
に
関
す
る
当
事
者
間
に
取
交
さ
れ
た
通
信
を
見
る
に
、
買
主
D
e
J
o
n
g
e
は
船
荷
を
二
0
0屯
の
限
度
に
於
て
買
約
し
て
お
り
、
仲
介
と
し
て
、
取
極
ら
れ
た
値
段
は
、
総
て
の
費
目
を
包
括
し
、
保
険
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
の
利
益
を
保
護
す
る
も
の
と
了
解
し
た
一
般
的
如
何
な
る
危
険
も
、
そ
の
総
て
が
附
保
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
特
に
運
賃
の
危
険
一
八
五
五
年
十
二
月
七
日
附
B.
L
a
n
s
あ
て
書
状
に
於
て
D
e
J
o
n
g
e
が
、
運
賃
も
は
何
等
の
危
険
も
伴
は
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
此
手
形
は
、
自
分
(
L
a
n
s
)
帆
下
売
買
(La
vente sous voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
総
込
の
も
の
で
B. 
L
a
n
s
は
、
此
立
場
に
於
同
人
は
B.
L
a
n
s
を
の
指
図
に
於
て
、
ま
た
、
一
六
心 9
荷
口
に
関
す
る
運
賃
含
み
金
額
を
表
示
し
た
る
倫
敦
商
社
振
出
し
手
形
金
額
に
対
し
其
責
任
を
負
担
す
る
結
果
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
た
万
慣
習
は
こ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
は
無
効
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
B. 
L
a
n
s
は
D
e
J
o
n
g
e
 
方
側
に
於
て
附
保
の
労
を
省
く
た
め
、
予
め
既
に
附
保
せ
ら
れ
且
「
ア
ン
ト
ワ
ー
。
フ
」
仕
向
け
、
費
用
売
手
負
担
に
於
て
、
引
渡
し
を
う
け
た
旨
通
告
し
た
こ
と
四
D
e
J
o
n
g
e
が
翌
七
月
十
四
日
附
の
書
状
を
以
て
B.
L
a
n
s
に
対
し
、
険
に
対
し
て
附
保
さ
れ
あ
る
も
の
な
り
や
否
や
を
照
会
し
た
る
に
対
し
B.
L
a
n
s
は
何
等
の
回
等
も
与
え
な
か
っ
た
こ
と
。
是
等
の
諸
点
よ
り
観
れ
ば
、
B.
L
a
n
s
は
、
任
務
担
当
者
或
は
ま
た
、
仲
介
人
の
立
場
に
於
て
、
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
人
は
こ
れ
に
対
し
て
の
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
七
D
e
 J
o
n
g
e
に
対
し
過
誤
を
犯
D
e
 J
o
n
g
e
と
売
主
と
の
間
に
存
す
る
直
接
関
係
の
背
後
に
退
避
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
如
何
と
な
れ
ば
、
同
人
の
与
え
た
確
言
は
、
D
e
J
o
n
g
e
の
期
待
す
る
完
全
な
る
安
全
性
に
対
し
齢
か
ら
ず
信
頼
感
を
与
え
た
が
た
め
で
あ
而
し
て
、
D
e
J
o
n
g
e
の
要
求
す
る
こ
と
に
関
し
、
完
全
且
つ
留
保
な
き
慰
撫
的
言
辞
が
表
明
せ
ら
れ
あ
る
以
上
、
D
e
J
o
n
g
e
と
物
品
の
保
険
に
の
み
限
ら
れ
て
運
賃
に
関
す
る
保
険
は
包
含
せ
ら
れ
ざ
り
し
も
の
と
は
想
像
し
得
た
と
え
、
倫
敦
及
び
「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
の
商
慣
習
に
於
て
、
積
込
原
価
、
運
賃
、
保
険
料
(Coat,
fret 
et 
a
s
s
u
r
a
n
c
e
)
 
込
み
な
る
表
現
が
運
賃
保
険
を
除
外
す
る
も
の
な
り
と
解
釈
さ
る
4
と
す
る
も
、
本
件
に
於
け
る
売
買
の
如
く
、
総
て
の
危
険
か
ら
保
護
さ
る
4
こ
と
が
要
望
さ
れ
又
最
も
広
範
囲
に
亘
る
安
全
性
の
保
証
が
要
求
さ
れ
あ
る
場
合
に
は
、
倫
敦
及
安
土
府
両
地
に
於
け
る
商
^^S
e
c
r
e
t
"
号
が
航
海
の
途
上
に
於
て
喪
失
し
た
が
如
き
湯
合
に
は
、
帆
下
売
買
(La
vente sous voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
て
は
、
B. 
L
a
n
s
の
表
明
ほ
、
る。
又、
B. 
L
a
n
s
は、
に
対
し
、
そ
の
割
当
て
割
当
て
荷
口
は
、
総
総
て
の
危
430 
上
の
主
要
点
を
な
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
失
し
た
も
の
と
も
云
え
な
い
で
あ
ら
う
。
例
中
よ
り
S
o
u
s
V
o
i
l
e
 
帆
下
売
買
(La
vente sous voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
と
え
運
賃
は
本
船
着
港
の
上
、
米
穀
荷
口
の
揚
陸
後
に
於
て
支
払
わ
る
A
も
の
な
り
と
し
て
も
同
断
で
あ
る
。
は
、
十
三
志
を
基
準
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
九
志
を
以
て
す
る
も
の
な
り
と
す
る
B.
L
a
n
s
の
主
張
は
、
以
上
の
結
論
と
し
て
、
D
e
 J
o
n
g
e
ほ
ふ
'Secret"
号
に
よ
る
海
損
に
対
し
―
二
三
七
法
ニ
―
仙
の
貸
記
を
要
求
す
る
権
利
あ
り
、
其
結
果
と
し
て
三
＿
―
-
五
九
法
四
八
の
借
記
を
拒
否
し
得
る
も
の
と
断
定
す
る
。
以
上
「
S
o
u
s
voile」
売
買
に
関
す
る
判
例
と
し
て
挙
示
し
た
も
の
は
、
僅
に
四
件
に
す
ぎ
ぬ
、
従
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
五
0
年
よ
り
一
八
六
0
年
に
至
る
約
十
年
間
に
行
わ
れ
た
此
特
殊
売
買
慣
習
の
性
格
を
正
確
に
把
握
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
暴
挙
で
あ
り
、
且
つ
其
だ
し
き
過
誤
の
危
険
を
伴
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
り
な
が
ら
、
こ
れ
等
、
D
e
 J
o
n
g
e
の
利
益
D
e
 J
o
n
g
e
に
関
す
る
限
り
に
於
て
H
e
e
n
e
n
 
売
買
に
関
す
る
代
表
的
の
も
の
と
し
て
摘
出
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
此
場
合
に
は
、
誤
り
で
且
つ
同
氏
著
書
中
に
も
、
こ
れ
等
判
例
の
引
用
さ
れ
あ
る
も
の
の
存
在
す
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
等
を
根
拠
と
し
て
、
研
究
を
進
む
る
こ
と
は
、
必
す
し
も
、
正
鵠
を
判
例
か
ら
察
す
る
に
「
S
o
u
s
V
o
i
l
e
」
売
買
な
る
も
の
は
、
下
の
諸
点
が
解
釈
茫
ottantes)
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
何
れ
の
例
に
於
て
も
、
こ
れ
等
判
例
を
通
じ
て
、
第
一
に
、
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
、
係
争
上
の
売
買
契
約
が
軌
を
一
に
し
て
、
既
積
船
荷
(
m
a
r
c
h
a
n
d
i
s
e
5
船
稼
時
期
に
関
し
て
何
等
の
規
定
も
存
在
し
な
い
。
恐
ら
む
す
び
あ
る
。
は
、
事
実
上
、
倫
敦
商
社
手
形
に
よ
っ
て
表
明
せ
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
、
海
損
の
填
補
ほ
、
氏
が
多
数
の
海
上
売
買
関
係
の
判
一
八
一
八
431 
帆
下
売
買
(La
vente Sous voile) 
J;l
つ
い
て
（
賀
屋
）
く
、
単
な
る
「
先
渡
し
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer)
又
は
「
特
定
船
舶
に
よ
る
着
船
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 p
a
r
 n
a
v
i
r
e
 designe) 
の
買
主
が
、
海
上
運
送
中
に
属
す
る
「
Afloat」
船
荷
の
転
売
に
あ
た
っ
て
、
此
「
帆
下
売
買
」
な
る
条
件
を
使
用
し
た
る
も
の
な
ら
次
ぎ
に
、
着
目
さ
れ
る
問
題
は
、
約
定
船
荷
の
危
険
負
担
で
あ
る
。
判
例
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
此
条
件
下
に
於
て
は
、
運
送
H•Koenigs 
v. 
A
.
O
.
 B
e
d
t
s
事
件
（
一
八
五
O
I八
ー
八
）
品
の
運
送
は
、
買
主
側
の
危
険
に
於
て
続
行
さ
れ
る
と
明
言
さ
れ
て
お
り
、
（
一
八
五
六
ー
六
—
一
九
）
に
於
て
も
同
様
の
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
二
の
判
例
D
a
v
i
d
V
e
r
b
i
s
t
 &
 Co
.
対
G
o
l
l
&
C
o
.
り
到
来
す
る
物
品
を
単
な
る
「
S
o
u
s
voile」
条
件
を
以
て
買
付
け
を
行
う
こ
と
は
、
買
主
に
と
っ
て
極
め
て
、
危
険
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
過
去
に
於
け
る
経
験
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
警
告
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
に
次
い
で
指
摘
に
値
す
る
特
徴
は
、
此
売
買
条
件
に
於
て
は
、
買
主
側
物
品
代
金
支
払
額
の
決
定
は
「
船
稼
数
量
」
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
物
品
危
険
買
主
負
担
の
原
則
よ
り
す
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
第
一
判
例
に
於
て
は
、
法
廷
の
見
解
と
し
て
は
、
物
品
「
荷
揚
数
量
」
を
基
礎
と
す
る
代
金
支
払
は
「
先
渡
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer) 
「S
o
u
s
V
o
i
l
e」
条
件
下
に
於
て
は
行
は
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
第
二
の
判
例
に
於
て
は
、
法
廷
は
、
売
主
側
の
主
張
を
認
め
、
支
払
金
額
は
船
荷
証
券
上
記
載
の
数
量
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
陸
揚
げ
数
量
に
拠
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
の
判
例
に
於
て
は
、
英
国
に
於
て
、
そ
の
当
時
S
o
u
s
voile
条
件
下
に
於
て
行
わ
れ
た
売
買
に
、
新
旧
二
種
の
条
件
に
よ
る
も
の
4
存
在
を
認
め
、
そ
の
所
謂
旧
条
件
に
よ
る
も
の
は
、
単
な
る
「
先
渡
売
買
」
(
L
a
v
e
n
t
e
 a
 livrer)
に
す
ぎ
な
い
。
反
之
、
そ
の
新
条
件
に
よ
る
も
の
に
於
て
は
、
稲
荷
に
発
生
し
た
る
損
害
に
は
、
何
等
関
係
な
く
、
売
主
に
よ
っ
て
送
状
に
記
載
さ
れ
中
に
属
す
る
船
荷
の
危
険
は
、
買
主
に
帰
属
す
る
。
ん
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
一
九
に
於
て
見
ら
れ
る
方
式
で
あ
っ
て
而
し
て
、
此
係
争
事
件
に
関
し
て
、
法
廷
は
、
外
国
海
港
よ
に
於
て
、
物
432 
考
え
る
。
離
れ
て
、
な
る
価
格
表
示
語
が
、
や
が
て
、
而
し
て
、
第
四
の
判
例
B.
L
a
n
s
.
 v•HPL•De 
J
o
n
g
e
の
係
争
事
件
に
関
し
て
は
、
価
格
の
構
成
条
件
と
し
て
、
買
主
に
対
し
、
其
権
利
の
存
在
を
保
証
す
れ
ば
足
る
こ
と
4
な
っ
て
い
る
。
帆
下
売
買
(La
vente Sous voile)
に
つ
い
て
（
賀
屋
）
Cout, 
fret 
た
物
品
の
数
量
を
、
買
主
は
そ
の
ま
4
受
諾
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
而
し
て
、
正
規
の
船
荷
証
券
併
び
に
保
険
証
券
引
き
換
え
に
、
送
状
記
載
金
額
の
支
払
い
が
買
主
側
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
あ
る
こ
と
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
問
題
は
、
契
約
品
の
引
渡
し
方
式
で
あ
る
が
、
上
記
判
例
を
通
じ
て
知
り
得
る
こ
と
は
、
此
売
買
に
於
て
は
、
物
品
の
引
渡
し
は
現
実
的
の
も
の
で
は
な
く
、
所
謂
表
徴
的
引
渡
し
に
よ
っ
て
、
物
品
上
の
権
利
移
転
が
行
は
れ
て
い
る
。
従
っ
て
売
主
と
し
て
は
、
伶
A
s
s
u
r
a
n
c
e
(Cost, 
freight &
 i
n
s
u
r
a
n
c
e
)
な
る
文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
此
係
争
点
は
売
主
側
に
於
て
運
賃
に
対
し
て
附
保
の
義
務
を
俯
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
法
廷
と
し
て
は
、
Coot,
fret &
 a
s
s
u
r
a
n
c
e
総
込
み
価
格
に
対
し
て
は
、
「
ロ
ン
ド
ソ
」
に
於
け
る
慣
習
の
如
v
fret 
(freight)
も
ま
た
附
保
の
対
象
と
な
る
べ
き
こ
と
が
と
な
え
ら
れ
て
い
る
。
依
之
観
之
、
「
帆
下
売
買
」
な
る
も
の
A
原
則
は
、
所
謂
c
i
f
売
買
の
そ
れ
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
「
帆
下
売
買
」
慣
用
の
末
期
に
於
て
、
こ
の
売
買
契
約
に
挿
入
さ
れ
た
Coot, 
fret &
 
a
s
s
u
r
a
n
c
e
 
(cfi) 
其
母
体
よ
り
「S
o
u
s
voile
」
の
原
則
を
其
儘
に
踏
襲
し
て
独
自
の
形
態
を
組
成
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
論
し
得
る
も
の
な
ら
ん
か
と
（
昭
和
三
十
二
年
十
月
一
日
稿
）
二
0
Jacques H
eenen 
B
ruxelles, le 10 D
ecem
bre 1954 
M
on ch
er C
ollegue, 
J'ai bien: re~u vos lettres des 22 novem
bre et le
r decem
bre. 
11 n'existe m
alheureusem
ent aucun livre, ni aucun article de revue consacre a la 
"V
en
te S
ous 
V
oile." 
L
es seuls renseignm
ents que je possede au
 
sujet de cette vente se trouvent clans deux jugem
ents 
rendus p
ar le T
rib
u
n
al de C
om
m
erce d'A
nvers, il y a un siecle. 
Je vous en envoie le texte sous 
ce pli, esperant qu'ils seront utiles a vos travaux. 
L
e 
prem
ier 
jugem
ent (8 A
oO
.t 1850) 
definit la vente sous voile afin de dem
ontrer que le contrat 
conclu en
tre les parties litigantes ne constituait pas une telle vente, m
ais etait une sim
ple vente a 
livrer au p
o
rt de destination. 
L
a definition du tribunal m
ontre que la vente sous voile resem
blait 
beaucoup a la vente cif. 
T
outefois, 
le 
second 
jugem
ent 
(19 
juin 
1856) 
fait 
ressortir 
une 
difference en
tre la vente sous 
voile et la vente cif. 
L
'acheteur· c
if 
puit toujours prouver (du m
oins en B
elgique et en F
rance) 
.., ; 
que 
le 
vendeur 
n
'a pas 
livre 
la 
quantite 
de 
m
archandises 
prevue p
ar 
le contrat de v:ente, soit 
~
l'-~
g
~
 (L
a vente sous voile) 
/1 ~
 ~
 \-' 
(~!!11!!) 
11 1 
... .., ... 
$
\'-~
l!m
( (L
a vente sous voile) 
il ~
 ~
 \-' C
•llilll) 
1111 
parce 
que 
le 
connaissem
ent 
m
entionne 
une 
quantite 
inferieure, 
soit 
parce 
que 
la 
m
ention du 
connaissem
ent relative a la quantite est fausse. 
A
u contraire, le vendeur sous voile avait rem
pli 
ses obligations en tran
sferan
t a l'acheteur un connaissem
ent et une police d'assurance se rapportant 
au
 
chargem
ent 
indique 
p
ar 
le 
co
n
trat 
de 
vente, et il n'y avait pas a se preoccuper du point de 
savoir si le poids de ce chargem
ent etait conform
e au
 poids prevue p
ar la vente. 
T
el est to
u
t au m
oins !'interpretation que je crois 
pouvoir 
donner 
au 
jugem
ent en question. S
i 
cette 
interpretation 
est 
exacte, la vente sous voile constituait une veritable 
vente 
de docum
ents 
alors 
que 
la 
vente 
cif 
est, a m
on 
avis, 
u
n
e 
vente 
de 
m
archandises, 
dont 
les 
docum
ents 
ont 
seulem
ent pour b
u
t de faciliter !'execution. J. H
e1:;nen 
A
 M
onsieur le P
rofesseur T
. K
aya. 
